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連携・協働アクションプランの具体的取組について
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遠賀川流域生態系ネットワーク形成の取組 （概要）

■アクションプランの取組内容
14の個別アクションプランがある

■連携・協働アクションプランの具体的取組

〇外来生物対策
・スクミリンゴガイを対象生物とし、

今後、勉強会等を実施、
駆除、利活用等を検討

■生態系ネットワークの目標

 石炭産業が盛んになる明治期以前の自然環境に近づける。

 実現した自然環境と歴史・文化的資源を有機的につなげ、地域や住民の豊かな生活を
実現する。

 生態系ピラミッドの下位の生物から整えていく「ボトムアップ方式」により展開を図る

 ポテンシャルの高いホットスポット等の拠点を回廊でつなぎ、点から線、線から面への展開を図
る

 得られた豊かな自然を、歴史・文化的資源と有機的につなげて地域づくりへの展開を図る

■生態系ネットワークの進め方

目指すべき流域の環境

第2段階

鳥類

を指標

第1段階

魚類

を指標

水質
環境要素（瀬、淵、ワンド・たまり等）

■ボトムアップ方式
水質→植物→動物（魚類、大型鳥類）

■展開イメージ
点（ホットスポット）を増やす→線→面
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〇自然環境
・既存のフットパスと
動植物散策マップを
組合わせる

〇社会環境
・取組の情報発信・共有
・既存のイベントを活用して

    普及啓発



（１）連携・協働アクションプランの具体的取組 （外来生物対策）
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 外来生物に関する学びと問題意識の啓発
・外来生物に関する勉強会による知識向上

・外来生物についてHP・SNS・チラシ・広報誌等での住民への周知による問題意識の啓発

 外来生物の駆除
・外来生物（オオキンケイギク：開花期5月～6月）
の駆除
（例：春の遠賀川一斉清掃と併せた駆除、点検・
巡回時の駆除、通報を受けての駆除、企業等と
の連携による駆除）

・オオキンケイギク生育分布の経年変化の把握
（例：通報・巡回等による確認箇所や駆除実施箇
所のマップ作成）

・ルールに沿った外来生物の駆除

【テーマ】 外来生物の駆除、外来生物取り扱いルール等による
生物多様性の保全と新たな観光産業の創出

 新たな観光産業の創出
・外来生物の活用事例の収集・活用検討（例：釣り、食事、エコツアー等）

■外来生物対策WGのテーマと取組の関係

生物多様性の保全

 外来生物取り扱いルール
・駆除対象外来生物のニーズ把握と選定
→スクミリンゴガイ（ジャンボタニシ）を選定

・外来生物対策検討会（仮称）の立ち上げ、関係者
間調整、取り扱いルール作成・周知

第6回協議会資料に加筆

実施済みの取組 今後の取組

ニーズ把握
→スクミリンゴガイ
→勉強会を開催予定

R5オオキンケイギク
マップ作成予定



取り組み内容 場所
役割分担 スケジュール

中心 協力 R4～R8（短期） R9～（長期）

 外来生物に関する学びと問題意識の啓発

●外来生物に関する勉強会による知識向上 流域全体
国、県、
市町村

住民等
外来生物勉強会

●外来生物についてHP・SNS・チラシ・広報誌等での
住民への周知による問題意識の啓発

流域全体 市町村
国、県、
住民等

HP、チラシ等による周知

 外来生物の駆除

●外来生物(オオキンケイギク：開花期5月~6月)の駆除
（例：春の遠賀川一斉清掃と併せた駆除、点検・巡回
時の駆除、通報受けての駆除、企業等との連携によ
る駆除）

流域全体 住民等
国、県、
市町村

オオキンケイギク駆除

●オオキンケイギク生育分布の経年変化の把握
（例：通報・巡回等による確認箇所や駆除実施箇所の
マップ作成）

流域全体
国、県、
市町村

住民等
オオキンケイギクマップ

●ルールに沿った外来生物の駆除 該当市町村 住民等
国、県、
市町村

 外来生物取り扱いルール

●駆除対象外来生物のニーズ把握・選定
（例：オオクチバス、アライグマ、スクミリンゴガイ等）

該当市町村 市町村 国、県 ニーズ把握→スクミリンゴガイ

●外来生物対策検討会（仮称）の立ち上げ、関係者間
調整、取り扱いルール作成・周知

該当市町村 市町村 国、県

 新たな観光産業の創出

●外来生物の活用事例の収集・活用検討
（例：釣り、食事、エコツアー等）

該当市町村
国、県、
市町村

住民等
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【テーマ】 外来生物の駆除、外来生物取り扱いルール等による生物多様性の保全と新たな観光産業の創出

※連携・協働アクションプランの具体的取組は、進捗に応じて適宜見直します

立ち上げ
調整
ルール作成
周知

活用事例収集
活用検討

（１）連携・協働アクションプランの具体的取組 （外来生物対策）

実施済みの取組 今後の取組

第6回協議会資料に加筆



4

■外来生物の駆除

■普及啓発
〇外来生物リーフレット

〇スクミリンゴガイ駆除の事例

〇オオキンケイギク駆除マニュアル、リーフレット

（１）連携・協働アクションプランの具体的取組 （外来生物対策）

出典：北九州市響灘ビオトープ

〇スクミリンゴガイマップの事例

出典：千葉県

出典：千葉県出典：岐阜県



（１）連携・協働アクションプランの具体的取組 （自然環境）
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 環境にやさしい農作物の生産等の支援

・環境にやさしい農作物の生産活動に関する事例
収集と支援の検討（例：販路機会提供（物産品フェ
ア等）、公共調達（学校給食等）

・環境にやさしい農作物の生産活動についてHP・
SNS・チラシ・広報誌等での情報発信、共有

・生物が河川と水田を行き来することのできる農地
環境創出に向けた関係機関調整

    （例：エコロジカルネットワーク再生事業等）

【テーマ】 環境にやさしい農作物の生産等の支援とブランド化の支援

環境にやさしい農作物の例
・減農薬・無農薬農法による河川水質への負荷
低減

・耕作放棄地の利活用による湿地環境創出と
田んぼダム等流域治水への貢献

・荒廃した森林の適切な維持管理（植林、間伐）
を通じた水源涵養による雨水流出抑制、間伐材
の利活用

経済効果

生物多様性、生態系の保全 定住人口増加

■自然環境WGのテーマと取組の関係

 環境にやさしい農作物ブランド化の支援
・環境にやさしい農作物のブランド化に関する勉強会

・ブランド化支援対象の抽出
（例：れんげ米、源流米）

・環境にやさしいブランド農作物の生産活動支援の検
討（例：販路機会提供（物産品フェア等）、公共調達
（学校給食等））

・エコツーリズム、食事など観光産業への展開
（例：遠賀川流域散策マップの作成
農業体験（Do you 農）
食品開発（学校との協働）等）

実施済みの取組 今後の取組

・エコネット住民WG
・エコネット検討会

第6回協議会資料に加筆

中島（中間市）で
イメージ作成



取り組み内容 場所
役割分担 スケジュール

中心 協力 R4～R8（短期） R9～（長期）

 環境にやさしい農作物の生産等の支援

●環境にやさしい農作物の生産活動に関する事例収集
          と支援の検討（例：販路機会提供（物産品フェア等）、

公共調達（学校給食等）
流域全体 市町村

国、県、
住民等

環境にやさしい農作物
事例収集

●環境にやさしい農作物の生産活動についてHP・
SNS・チラシ・広報誌等での情報発信、共有

流域全体 市町村
国、県、
住民等

●生物が河川と水田を行き来することのできる農地環境
創出に向けた関係機関調整
（例：エコロジカルネットワーク再生事業等）

流域全体 国、市町村 住民等

エコロジカルネットワーク
再生事業

 環境にやさしい農作物のブランド化の支援

●環境にやさしい農作物のブランド化に関する勉強会 該当市町村
住民等、
市町村

国、県
勉強会
栃木県小山市の事例

●ブランド化支援対象の抽出
（例：れんげ米、源流米）

該当市町村
住民等、
市町村

国、県

●環境にやさしいブランド農作物の生産活動支援の検討
（例：販路機会提供（物産品フェア等）、公共調達（学校
給食等）

該当市町村
住民等、
市町村

国、県

●エコツーリズム、食事など観光産業への展開
（例：遠賀川流域散策マップの作成、農業体験（Do you 農）、

食品開発（学校との協働）等）

該当市町村
住民等、
市町村

国、県

遠賀川流域散策マップ等の情報
収集、散策ルートの設定
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【テーマ】 環境にやさしい農作物の生産等の支援とブランド化の支援

※連携・協働アクションプランの具体的取組は、進捗に応じて適宜見直します

（１）連携・協働アクションプランの具体的取組 （自然環境）

実施済みの取組 今後の取組

第6回協議会資料に加筆
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■散策ルートマップ事例

〇全国･自然歩道を歩こう月間

出典：飯塚県土整備事務所

（１）連携・協働アクションプランの具体的取組 （自然環境）
〇遠賀川中島（中間市）散策マップイメージ

〇植木フットパス

出典：直方市

〇なかまフットパス（土手ノ内コース）

出典：中間市



（１）連携・協働アクションプランの具体的取組 （社会環境）
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 多様な主体の連携のための基本ツール
の作成と活用

・遠賀川流域生態系ネットワークのロゴマーク
作成 （コンセプトの検討、公募、決定）とその
活用

・流域内の生態系保全に資する情報のアーカ
イブ化とその活用

・持続可能な情報発信ツールの採用検討とそ
の活用（例：生態系情報図の活用、メーリング
リスト、SNS等）

【テーマ】 生態系に関する多様な主体の連携

流域住民の生物多様性保全
に関する意識醸成

生物多様性の保全

環境教育、環境保全活動の効率化、
ノウハウの蓄積

 多様な主体が活動しやすい仕組みづくり

・生態系保全に関する人材、資材の調整・融通
（人材の例：外来生物やブランド化の勉強会に関
する講師、環境にやさしい農作物を使った食品開
発のできる学生等 ）

（資材の例：外来生物駆除に必要な罠、環境学習
で使用する調査機材等）

・関係機関の既存イベントを通じた取組の普及
（例：ふくおか水もり自慢！、エコスタいいづか等に
おける発表等）

人・物のネットワーク形成

実施済みの取組 今後の取組

〇展示・発表
・ふくおか水もり自慢！
・幸袋まつり（飯塚市）

〇Youtubeにて公開
・外来生物勉強会

第6回協議会資料に加筆



取り組み内容 場所
役割分担 スケジュール

中心 協力 R4～R8（短期） R9～（長期）

 多様な主体の連携のための基本ツールの作成と活用

●遠賀川流域生態系ネットワークのロゴマーク作成
（コンセプトの検討、公募、決定）とその活用 流域全体

国、県、
市町村

コンセプトの事例収集
検討、ロゴマーク作成

ロゴマーク活用

●流域内の生態系保全に資する情報のアーカイブ化と
その活用

流域全体
国、県、
市町村

アーカイブ化、活用

●持続可能な情報発信ツールの採用検討とその活用
（例：生態系情報図の活用、メーリングリスト、SNS等）

流域全体
国、県、
市町村

生態系情報図
ツール検討、活用

 多様な主体が活動しやすい仕組みづくり

●生態系保全に関する人材、資材の調整・融通

（人材の例：外来生物やブランド化の勉強会に関する講師、
環境にやさしい農作物を使った食品開発のできる学生等)

 （資材の例：外来生物駆除に必要な罠、環境学習で使用す
る調査機材等）

流域全体
国、県、
市町村

住民等

講師の派遣
人材、資材の整理、 資材の調整・融通

●関係機関の既存イベントを通じた取組の普及
（例：ふくおか水もり自慢！、エコスタいいづか等における
発表等）

流域全体
国、県、
市町村
住民等

イベント展示・発表
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【テーマ】 生態系に関する多様な主体の連携

※連携・協働アクションプランの具体的取組は、進捗に応じて適宜見直します

（１）連携・協働アクションプランの具体的取組 （社会環境）
第6回協議会資料に加筆

実施済みの取組 今後の取組
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■情報のアーカイブ化
・外来生物勉強会の内容を

Youtubeにアップ（アーカイブ化）し普
及啓発に活用した。

■既存イベントを通じた取組の普及
・令和5年11月5日、幸袋まつりにおいて、飯

塚市目尾地区エコロジカルネットワークの取組
についてパネル、水槽展示を行った。

・令和5年12月3日、ふくおか水もり自慢in遠賀
川において、遠賀川流域生態系NWの取組
について発表し流域内外の地域住民等へ普
及啓発した。

幸袋まつり（飯塚市） ふくおか水もり自慢in遠賀川（嘉麻市）

（１）連携・協働アクションプランの具体的取組 （社会環境）
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（仮称）遠賀川流域連携サポーター制度（案）
■（仮称）遠賀川流域環境サポーター制度（案）

住民、企業、団体等が一体となって、遠賀川流域の環境保全・再生に取組むための制度

地域の協力者を募集し、環境保全・再生にともに取り組むとともに、内容はとりまとめ報告するこ
と等を予定。（詳細は検討中のため、今後変更の可能性があります）

中島ヨシ原の維持管理 放置竹林等の維持管理

治水・防災活動

多自然水路の維持管理

水源林の維持管理 外来生物の駆除 清掃活動

環境学習

森づくり保全
特定外来生物

オオキンケイギクの駆除

タケノコ堀・メンマ作り

地域一斉ごみ拾い

水路の保全活動 水質・水生生物調査ヨシ原環境の保全再生

治水・防災講習イベント
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